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区
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
昭
和
59
年
第
三
回
定
例
会
で
の
審

議
内
容
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
第
三
回
定
例
会
は
、
9
月
1
7
日
か
ら
2
5
日
ま
で
、
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
本
会
議
で
は
各
会
派
の
代
表
質
問
が
、
二
日
目
に
は
十
人
の
議
員
に
よ
る
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
区
民
健
康
村
建
設
工
事
契
約
な
ど
案
件
二
十
七
件
が
区
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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●
5
9
年
度
各
会
計
補
正
予
算
　
一
一
件

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
次
）
（
全
員
賛
成
）

　
財
務
会
計
電
算
化
の
実
施
、
超
音
波
診
断
装
置

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
の
導
入
、
道
路
の
新
設
・

　
拡
幅
・
改
良
、
公
園
用
地
の
取
得
、
義
務
教
育

　
施
設
整
備
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
の
予
算
を
追

　
加
し
た
。
補
正
額
は
二
一
億
七
三
四
三
万
三
〇

　
〇
〇
円
、
補
正
後
の
予
算
額
は
二
六
五
億
八

　
〇
四
三
万
三
〇
〇
〇
円
。

O
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
次
）

　
（
賛
成
多
数
殿
弊
判
f
弊
杜
祀
轡
購
。
性
民
ク
、
）

　
退
職
者
医
療
制
度
新
設
に
伴
う
予
算
科
目
の
新

　
設
、
組
み
替
え
。
予
算
総
額
に
変
更
は
な
い
。

●
仮
称
区
民
健
康
村
（
群
馬
県
川
場
村
）
建
設
工

　
事
請
負
契
約
の
締
結
六
件
（
全
員
賛
成
）

〈
中
野
地
区
〉

O
新
築
工
事

　
契
約
金
額
日
一
〇
億
三
五
〇
〇
万
円
　
鉄
筋
コ

　
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
（
宿
泊
棟
、
屋
根
付
広

　
場
、
食
堂
棟
、
屋
外
炊
事
場
）

0
電
気
設
備
工
事

　
契
約
金
額
”
八
八
O
O
万
円

0
機
械
設
備
工
事

　
契
約
金
額
口
二
億
一
〇
〇
万
円

　
　
　
工
期
は
い
ず
れ
も
6
1
年
4
月
1
0
日

〈
富
士
山
地
区
〉

O
新
築
工
事

　
契
約
金
額
目
七
億
九
六
〇
〇
万
円
　
工
期
0
61

　
年
2
月
2
8
日
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一

★★★★★★★★★★
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一
≡
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一
…
…

特
別
区
制
度
の

改
革
を
め
ざ
し
て

1
新
た
な
検
討
機
関
を
設
置
1

　
階
地
上
二
階
建
（
宿
泊
棟
、
食
堂
棟
、
温
泉
館
）

O
電
気
設
備
工
事

　
契
約
金
額
“
一
億
四
〇
〇
〇
万
円
　
工
期
0
6
1

年
3
月
7
日

○
機
械
設
備
工
事

　
契
約
金
額
1
1
二
億
七
〇
〇
〇
万
円
　
工
期
0
6
1

　
年
3
月
7
日

●
駒
沢
中
学
校
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
（
全
員
賛
成
）

　
契
約
金
額
口
五
億
二
七
〇
〇
万
円
　
工
期
随
6
1

　
年
1
月
3
1
日
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建

　
（
格
技
室
、
理
科
室
、
生
徒
相
談
室
な
ど
）

●
財
産
（
区
民
健
康
村
建
設
用
地
）
の
取
得
（
全

員
賛
成
）

　
取
得
金
額
口
一
億
八
二
二
七
万
三
五
七
八
円

　
面
積
H
四
万
三
〇
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

●
条
例
の
新
設
　
一
一
件
（
全
員
賛
成
）

0
興
行
場
条
例

O
動
物
の
飼
養
。
収
容
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例

　
1
い
ず
れ
も
、
許
可
の
申
請
手
続
、
手
数
料

　
に
関
す
る
徴
収
根
拠
な
ど
を
定
め
た
。

　
（
全
員
賛
成
）

　
融
資
あ
っ
旋
対
象
者
を
拡
大
し
た
。

O
職
員
給
与
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
き
下
げ
た
。

O
区
民
会
館
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
丑
川
区
民
会
館
の
結
婚
式
場
を
廃
止
し
た
．

○
国
民
健
康
保
険
条
例
（
賛
成
多
数
撒
喰
即
泊
鰍
聡

　
鰐
、
眠
雛
懸
生
）

　
退
職
者
医
療
制
度
を
新
設
し
、
あ
わ
せ
て
新
た

　
な
特
定
医
療
費
を
設
け
た
。

O
老
人
福
祉
手
当
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
手
当
額
を
月
額
一
万
六
五
〇
〇
円
（
現
行
一
万

　
五
五
〇
〇
円
）
に
引
き
上
げ
た
。

○
自
転
車
等
放
置
防
止
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
成
城
自
転
車
等
駐
車
場
（
成
城
六
丁
目
2
1
－
7
）
、

　
鳥
山
第
一
自
転
車
等
駐
車
場
（
上
祖
師
谷
一
丁

　
目
3
8
！
1
3
）
（
い
ず
れ
も
有
料
）
を
新
設
し
た
。

0
公
園
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
給
田
五
丁
目
公
園
（
給
田
五
丁
目
2
1
1
9
）
、
上

　
野
毛
四
丁
目
小
緑
地
（
上
野
毛
四
丁
目
10
1
1
）

　
を
新
設
し
た
。

0
児
童
遊
園
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
富
士
見
児
童
遊
園
（
桜
上
水
五
丁
目
3
！
3
5
）

　
を
廃
止
し
た
。

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
　
五
件
（
全
員
賛
成
）

　
　
●
条
例
の
一
部
改
正
　
九
件

　
　
O
奨
学
資
金
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
　
　
貸
付
対
象
者
を
拡
大
し
、
あ
わ
せ
て
入
学
準
備

　
　
　
金
貸
付
制
度
を
新
設
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
専
決
処
分
の
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
　
O
私
立
高
等
学
校
等
入
学
資
金
融
資
あ
っ
旋
条
例
　
　
　
O
遺
贈
の
放
棄
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特
別
区
制
度
改
革
に
伴
う
新
た
な
動
向
と
し
ま
　
　
　
用
さ
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
出

　
　
し
て
は
、
去
る
6
月
、
特
別
区
側
の
独
自
の
検
討
　
　
　
人
口
の
高
齢
化
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
福
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
機
関
と
し
て
「
特
別
区
制
度
検
討
委
員
会
」
を
設
　
　
　
祉
と
保
健
の
分
野
で
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
蝋

　
　
置
し
ま
し
た
。
一
方
、
東
京
都
に
お
い
て
も
8
月
　
　
　
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
老
人
問
題
を
福
祉
の
原
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
、
「
都
制
度
改
革
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
　
　
　
点
と
考
え
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
鹸

　
　
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
内
部
機
関
と
は
別
に
　
　
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
一
環
と
し
て
、
健
康
づ
く
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
都
と
特
別
区
に
よ
る
協
議
の
場
と
し
て
、
「
都
区
制
　
　
り
と
社
会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
「
デ
イ
献

　
　
度
検
討
委
員
会
」
も
設
置
さ
れ
、
具
体
的
な
改
革
　
　
　
ホ
ー
ム
た
ま
が
わ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
一
方
、
嚇

　
　
論
議
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
　
　
　
区
民
の
健
康
増
進
を
め
ざ
し
て
保
健
セ
ン
タ
i
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
す
。
今
後
と
も
区
議
会
並
び
に
区
民
の
む
理
解
と
　
　
　
に
、
高
度
医
療
機
器
「
C
T
ス
キ
ャ
ナ
ー
」
を
鹸

　
　
む
協
力
を
得
な
が
ら
、
特
別
区
の
自
治
権
拡
充
に
　
　
　
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
地
域
医
療
の
充
実
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹸

　
　
「
世
田
谷
百
景
」
は
、
多
く
の
区
民
投
票
を
得
て
、
　
　
　
本
年
度
の
都
区
財
政
調
整
に
よ
る
算
定
の
結
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
選
定
委
員
会
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
　
　
　
果
、
五
十
五
億
八
O
O
万
円
が
当
区
に
交
付
さ
触

　
　
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
一
七
八
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
今
後
は
「
百
景
」
を
積
極
的
に
周
知
し
、
保
全
に
　
　
　
億
円
が
保
留
財
源
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
献

　
　
努
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
活
　
　
　
で
、
引
き
続
き
都
区
間
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
桶

所
　
　
在
　
　
地

延
　
長
（
m
）

桜
　
丘
二
丁
目
2
9

七
三
二
二

祖
師
谷
二
丁
目
1
・
5
・
9

六
七
七
・
五
二

船
橋
一
丁
目
4
8

一
二
T
O
九

深
沢
二
丁
目
1
6

成
城
七
丁
目
1
8

九
七
・
三
〇

八
八
・
五
〇

　
　
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
こ
と
し
の
夏
で
し

★
た
が
、
「
灯
ろ
う
流
し
」
や
「
ホ
タ
ル
祭
り
」
を

献
初
め
、
区
内
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
順
調

献
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
「
ふ
る
さ
と
区

　

献
民
ま
つ
り
」
は
、
二
十
四
万
五
千
人
と
い
う
か

鰍
つ
て
な
い
区
民
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催

　

鼎
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
1
日
に
実
施
し
た

　

献
「
総
合
防
災
訓
練
」
で
は
、
参
加
者
全
員
が
真
剣

献
に
訓
練
に
取
り
組
み
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す

　

献
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
俊
と
も
震
災
対
策

候
に
は
一
層
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
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★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★



差
行
財
酸
霧

縣麟

　
魅

質
問
　
都
区
制
度
検
討
委
員
会
が
設
置
ざ
れ
、
特

別
区
制
度
改
革
の
都
区
早
期
合
意
の
申
し
合
わ
せ

が
な
さ
れ
た
と
い
う
が
、
合
意
時
期
は
い
つ
か
。

ま
た
、
財
源
の
配
分
方
法
や
む
み
の
収
集
運
搬
問

題
な
ど
へ
の
区
長
会
の
対
応
を
示
せ
。
市
制
実
現

の
た
め
、
区
民
へ
の
十
分
な
P
R
を
行
え
。

区
長
　
合
意
時
期
は
、
検
討
委
員
会
で
審
議
さ
れ

る
と
思
う
。
区
長
会
で
は
、
特
別
区
制
度
検
討
委

員
会
を
設
け
、
制
度
改
革
の
基
本
的
事
項
の
検
討

を
璽
ね
て
い
る
。
P
R
は
一
層
努
め
て
い
く
。

質
間
　
行
財
政
改
革
の
必
要
性
を
常
々
主
張
し
て

き
た
。
行
財
政
点
検
作
業
は
高
く
評
価
す
る
が
、

点
検
結
果
の
実
現
に
は
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
経
常
的

経
費
が
増
大
し
、
財
政
は
硬
直
化
の
傾
向
に
あ
る
。

民
間
企
業
の
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
て
、
行
政
水

準
を
低
下
さ
せ
ず
に
経
費
を
節
減
せ
よ
。
ま
た
、

公
債
は
、
区
財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
に
活
用
せ

よ
。
自
主
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

検
討
機
関
を
設
け
て
取
り
組
ん
で
い
け
。

区
長
　
今
後
も
事
務
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
効

率
的
な
人
事
管
理
、
不
要
不
急
事
業
の
削
減
、
民

間
活
力
の
導
入
に
努
め
る
。
ま
た
、
財
政
の
硬
直

化
を
招
か
ぬ
よ
う
配
慮
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に

意
を
注
ぎ
た
い
。
区
独
自
の
行
財
政
改
革
を
定
着

さ
せ
る
た
め
、
庁
内
に
検
討
組
織
を
設
け
た
い
。

　
質
間
　
大
場
区
政
は
「
実
現
の
時
代
」
を
迎
え
、
美

術
館
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
が
動
き
出
し
た
。
今

　
後
は
市
制
実
現
を
見
通
し
た
区
政
の
拡
充
が
必
要

　
だ
。
当
面
す
る
重
要
課
題
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
企
画
・
生
活
環
境
．
婦

人
児
童
・
都
市
整
備
部
長
　
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
め
ざ
し
、
各
種
施
策
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。

参

！
碧
権
製

　
　
情
報
公
開
制
度
を

．
創
設
せ
よ

　
　
　
　
　
1
公
　
明
　
党
1

質
間
　
区
は
、
依
然
と
し
て
国
や
都
の
厳
し
い
財

政
運
営
の
影
響
を
受
け
、
ま
た
、
税
収
の
伸
び
も

多
く
望
め
な
い
。
今
後
の
財
政
見
通
し
を
示
せ
。

区
長
　
積
極
的
に
財
源
確
保
を
図
り
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

質
間
　
情
報
公
開
制
度
を
検
討
し
て
い
る
が
、
条

例
化
は
い
つ
か
。
文
書
だ
け
で
な
く
、
区
民
に
影

響
の
あ
る
政
策
は
決
定
途
中
の
も
の
も
公
開
の
対

象
と
せ
よ
。
区
民
を
含
め
た
運
営
組
織
を
設
け
、

そ
こ
に
非
公
開
に
対
す
る
救
済
措
置
の
機
能
も
持

た
せ
て
は
ど
う
か
。
ス
ム
ー
ズ
な
公
開
が
で
き
る

よ
う
に
、
公
開
窓
口
の
設
置
や
、
文
書
管
理
の
徹

底
を
図
れ
。
ま
た
、
総
合
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
制
度
も
検
討
し
て
い
け
。

区
長
　
総
務
部
長
　
4
月
に
準
備
委
員
会
を
発
足

さ
せ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
も
含
め
た
諸
問

題
を
検
討
中
だ
。
区
政
の
重
要
課
題
と
し
て
、
区

民
の
要
望
や
意
見
も
十
分
に
踏
ま
え
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
間
　
事
務
事
業
の
委
託
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ

の
契
約
は
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
可

能
な
限
り
競
争
契
約
で
行
え
。
ま
た
、
全
庁
的
な

　
チ
ェ
ッ
ク
機
関
も
設
置
し
て
い
け
。

助
役
　
今
後
も
、
適
切
な
契
約
を
行
っ
て
い
く
。

　総合的なチェッ

ク
体
制
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　質問

　
目
黒
川
流
域
の
治
水
対
策
で
は
、
区
は
雨

　
水
を
貯
留
す
る
方
式
よ
り
も
浸
透
さ
せ
る
方
式
を

　
先
行
さ
せ
て
い
る
が
、
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す

　
る
。
技
術
指
針
を
早
急
に
策
定
せ
よ
。
他
の
流
域

　
へ
の
対
策
も
示
せ
。

　
士
木
部
長
　
道
路
や
公
園
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

　
所
に
適
し
た
方
式
で
進
め
て
い
く
。
他
の
流
域
で

　
も
同
様
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

。
〆

　j　O
～（

高
齢
者
対
策
の

一
層
の
充
実
を

図
れ

　
　
　
1
日
本
共
産
党
1

質
間
　
国
は
、
臨
調
行
革
路
線
で
み
ず
か
ら
の
貴

任
を
回
避
し
て
、
財
政
危
機
を
口
実
に
老
人
医
療

費
の
一
部
有
料
化
を
図
る
な
ど
、
福
祉
を
後
退
さ

せ
て
い
る
。
都
も
こ
れ
に
追
随
し
て
い
る
。
区
の

高
齢
者
対
策
は
一
定
の
前
進
を
見
て
い
る
が
、
縦

割
り
行
政
の
上
、
”
待
ち
の
行
政
〃
に
な
っ
て
い
る

の
が
最
大
の
弱
点
だ
。
積
極
的
に
地
域
に
出
て
、

「
地
域
福
祉
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の

拠
点
と
し
て
地
域
に
「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
総
合
的
な
福
祉
活
動
を
展
開
せ
よ
。
ま

ず
関
係
職
員
で
構
成
す
る
「
地
域
福
祉
対
策
委
員

会
し
を
設
置
し
、
モ
デ
ル
地
域
を
設
け
て
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

区
長
　
助
役
　
地
域
福
祉
の
め
ざ
す
も
の
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
を
含
め
た
区
民
が
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

現
在
、
福
祉
事
務
所
の
機
能
の
拡
充
や
福
祉
．
保

健
分
野
の
連
携
強
化
を
検
討
中
だ
。
今
後
も
、
福

祉
施
策
の
整
備
、
充
実
に
一
層
努
め
て
い
く
。

質
問
　
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
の
老
人
へ
の
住
宅
対
策

が
お
く
れ
て
い
る
。
太
子
堂
、
北
沢
な
ど
で
の
街

づ
く
り
で
は
、
「
老
人
も
庄
み
や
す
い
街
」
の
視
点

を
取
り
入
れ
て
進
め
よ
。
さ
ら
に
、
木
造
ア
パ
i
，

ト
の
改
築
に
資
金
を
援
助
し
て
良
好
な
環
境
の
共

同
住
宅
を
実
現
し
、
一
部
を
「
老
人
専
用
室
」
と

し
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
助
役
　
高
齢
者
に
対
す
る
視
点
を
街
づ
く

　
り
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
大
変
に
重
要
な
こ
と

　
だ
。
太
子
堂
、
北
沢
で
は
、
国
の
助
成
制
度
の
指

　
定
も
受
け
て
木
造
ア
パ
ー
ト
の
不
燃
．
共
同
化
を

　
進
め
て
い
る
が
、
高
齢
者
問
題
に
も
対
応
で
き
る

　
制
度
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
老
人
専
用
室

は
研
究
し
た
い
．

　
　
　
．
！

　
　
　
　
　
　
　
条
例
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
情
報
公
開
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
早
急
に
実
現
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
日
本
社
会
党
ー

β
7

質
間
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
の
建
設
を
め
ざ
す
当
区

が
、
反
戦
・
反
核
の
区
政
を
進
め
る
よ
う
ま
ず
要

望
す
る
。
都
の
情
報
公
開
制
度
大
綱
が
策
定
さ
れ

た
が
、
不
十
分
な
内
容
だ
。
区
は
都
に
同
調
す
る

こ
と
な
く
、
条
例
に
よ
る
区
民
本
位
の
情
報
公
開

制
度
を
早
急
に
実
現
せ
よ
。

区
長
助
役
　
現
在
、
具
体
的
に
検
討
中
だ
。
ま

ず
、
要
綱
な
ど
で
着
実
に
制
度
化
し
た
い
。
区
民

の
理
解
も
十
分
得
て
い
く
。

質
間
国
は
自
治
体
に
対
す
る
補
助
金
の
一
律
一

割
削
減
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
区
民
と
区
政
に

し
わ
寄
せ
が
来
ぬ
よ
う
反
対
の
意
思
を
表
明
せ
よ
。

区
長
　
他
の
自
治
体
と
運
携
し
て
、
国
に
強
い
姿

勢
で
臨
み
た
い
．

質
問
　
健
康
保
険
制
度
の
改
正
な
ど
で
、
老
人
や

低
所
得
者
の
負
担
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。
都
は

重
度
障
害
者
に
医
療
費
を
助
成
す
る
予
定
だ
が
、

低
所
得
の
老
人
に
も
助
成
す
る
よ
う
働
き
か
け
よ
。

福
祉
部
長
　
改
正
に
よ
る
影
響
を
見
極
め
な
が
ら
、

都
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
要
望
し
て

い
き
た
い
。

質
間
　
養
護
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
の
受
け
入
れ

施
設
が
不
足
し
て
い
る
。
新
設
せ
よ
。
ま
た
、
区

民
施
設
の
活
用
も
考
え
よ
。

福
祉
部
長
　
既
存
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
つ
つ
、

民
間
の
力
も
得
て
施
設
の
充
実
に
努
め
た
い
。

質
問
　
特
別
区
制
度
の
改
革
で
は
、
ま
ず
、
財
政

自
主
権
の
確
立
を
図
れ
。
区
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
二
十
三
区
一
体
と
な
っ
て
進
め
よ
。
清
掃
事
業

な
ど
の
移
管
に
は
慎
重
に
対
処
せ
よ
。

区
長
　
真
に
基
礎
的
自
治
体
に
ふ
さ
わ
し
い
権
限

と
責
任
を
有
す
る
自
治
体
と
な
る
た
め
、
区
民
の

理
解
を
得
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
障
害
者
対
策
は
、
障
害
の
態
様
が
各
人
各

様
で
あ
る
点
に
難
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ
が
お
く
れ

の
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
障
害
者

に
合
っ
た
き
め
細
か
い
対
応
が
で
き
る
体
系
的
な

施
策
が
必
要
だ
。
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
障

害
者
や
塚
族
の
願
い
を
踏
ま
え
、
行
政
の
役
割
を

明
確
に
し
な
が
ら
、
今
後
の
方
針
を
立
て
て
い
け
。

区
長
　
要
望
に
配
慮
し
つ
つ
、
行
政
の
役
割
を
認

識
し
、
態
様
に
応
じ
た
援
助
を
し
て
い
き
た
い
。

質
間
　
梅
丘
福
祉
実
習
ホ
ー
ム
や
生
活
実
習
所
の

利
用
者
が
固
定
化
し
て
い
る
。
利
用
者
の
回
転
を

図
れ
。
ま
た
、
施
設
の
目
的
に
沿
っ
た
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
せ
よ
。

福
祉
部
長
　
こ
れ
ら
の
施
設
へ
の
入
所
希
望
が
ふ

　
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
施
設
の
あ
り
方
や
施
設
間

　
交
流
も
含
め
、
検
討
し
た
い
。

　質問

　
養
護
学
校
在
学
生
の
障
害
の
重
度
化
、
重

　
複
化
が
顕
著
と
な
り
、
最
重
度
の
障
害
者
の
卒
業

　
後
の
行
き
場
が
な
い
。
生
活
訓
練
は
そ
こ
で
の
教

　
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
修
業

　
年
限
を
延
長
す
べ
き
と
考
え
る
。
養
護
学
校
の
今

　
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
国
、
都
に
意
見
を
述
べ
よ
。

　
ま
た
、
卒
業
後
、
親
と
り
わ
け
母
親
と
と
も
に
一

　
定
の
年
限
、
生
活
訓
練
を
行
え
る
通
所
施
設
の
設

　
置
を
考
え
よ
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
地
域
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
生
活
訓
練
を
継
続
で
き
る
場
と
し
て
福

祉
会
館
な
ど
の
施
設
を
開
放
し
、
福
祉
司
な
ど
の

巡
回
指
導
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
福
祉
部
長
　
養
護
学
校
の
機
能
を
十
分
発

揮
す
る
よ
う
要
望
し
た
い
。
最
璽
度
の
障
害
者
が

社
会
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

生
活
訓
練
な
ど
の
施
策
も
含
め
、
総
合
的
な
シ
ス

テ
ム
の
確
立
に
向
け
、
今
後
も
検
討
し
た
い
。

　
　
■

ー
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
ー

質
問
　
経
済
の
高
度
成
長
や
科
学
技
術
の
進
歩
に

よ
っ
て
、
消
費
生
活
は
大
変
豊
か
な
も
の
に
な
っ

た
。
し
か
し
消
費
者
は
、
従
来
か
ら
の
知
識
や
経

験
の
み
に
た
よ
っ
て
い
る
た
め
、
危
険
な
商
品
か

ら
自
分
を
守
っ
た
り
、
本
当
に
必
要
な
も
の
を
合

理
的
に
選
択
す
る
こ
と
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
消
費

者
を
守
り
、
育
て
る
た
め
に
区
は
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。
ま
た
、
消
費
者
行
政
の
拠
点
と
な

る
「
区
民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
計
画
が
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
地

域
や
単
校
で
の
消
費
者
教
育
を
充
実
せ
よ
。
消
費

者
相
談
や
苦
情
処
理
の
た
め
の
窓
口
を
各
地
域
に

も
設
け
て
い
け
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
消
費
生
活
の
防
衛
を
重

点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
種
施
策
を
実
施
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
多
様
化
す
る
消
費
者
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

区
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
内
容
を
慎
重
に
検

討
中
だ
。
消
費
者
教
室
や
苦
憐
相
談
は
、
各
地
域

で
実
施
す
る
な
ど
、
幅
広
く
対
応
し
て
い
く
。
小
．

巾
学
校
で
も
、
「
か
し
こ
い
消
費
者
」
の
育
成
に

努
め
て
い
く
．

質
問
　
使
用
済
み
乾
電
池
を
ど
う
処
理
す
べ
き
か

が
間
題
に
な
っ
て
い
る
。
水
銀
に
よ
る
大
気
．
土

壌
汚
染
の
防
止
や
資
源
の
再
利
用
を
図
る
た
め
、

国
や
業
界
に
処
理
体
制
の
確
立
を
求
め
よ
。
ま
た
、

区
独
自
に
回
収
運
動
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

助
役
　
回
収
は
、
国
や
都
の
要
請
で
、
す
で
に
販

売
盾
で
一
部
始
め
ら
れ
て
い
る
。
区
は
分
別
収
集

や
店
頭
回
収
の
P
R
な
ど
に
努
め
て
い
く
。
区
が

直
接
回
収
す
る
こ
と
は
、
国
、
都
、
業
界
と
の
役

　
割
分
担
を
明
確
に
し
て
い
く
中
で
考
え
た
い
。



1囲鴎麗画四〕

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ラ
ル
高
揚
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
幅
広
い
運
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
展
開
せ
よ

自
民
　
区
は
放
置
自
転
車
の
解
消
を
め
ざ
し
て
、

条
例
を
制
定
し
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め

に
は
、
区
民
の
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
第

一
だ
。
こ
れ
を
契
機
に
、
行
政
と
区
民
が
一
体
と

な
っ
て
、
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
と
い
う
モ

ラ
ル
を
高
揚
す
る
た
め
の
幅
広
い
運
動
を
展
開
せ

よ
。
区
民
一
人
一
人
に
モ
ラ
ル
が
定
着
す
れ
ば
、

や
が
て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で

住
み
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
」
と
い
う
意
識
が
生

ま
れ
、
区
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

区
長
　
士
木
部
長
　
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
区
民
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
自
分

た
ち
の
手
で
住
み
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
設
け
た
「
身
近

な
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
制
度
」
は
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
今
後
も
区
民
と
区
が
協
力
し
合
っ

て
、
庄
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。
広

報
な
ど
で
モ
ラ
ル
の
向
上
も
訴
え
た
い
。

共
産
　
都
市
化
の
進
行
で
河
川
が
失
わ
れ
て
き
て

い
る
た
め
、
清
流
の
復
活
が
都
市
環
境
づ
く
り
の

重
要
事
業
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
区
で
も
自
然

湧
水
な
ど
を
利
用
し
た
親
水
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
将
来
枯
渇
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
新
た
な
安

定
し
た
水
源
を
確
保
す
る
た
め
、
都
の
「
玉
川
上

水
清
流
流
下
計
画
」
へ
の
参
加
や
玉
川
浄
水
場
か

ら
の
工
業
用
水
の
利
用
、
仙
川
か
ら
の
取
水
権
の

取
得
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
け
。

士
木
部
長
　
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
都
に

強
力
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

社
会
　
騒
音
な
ど
に
よ
る
難
聴
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
環
七
沿
道
の
公
害
対
策
に
取
り
組
め
。

生
活
環
境
・
衛
生
部
長
　
都
の
調
査
結
果
を
も
と

に
沿
道
整
備
法
を
活
用
し
て
被
害
を
解
消
し
た
い
。

自
民
　
下
水
道
・
道
路
整
備
、
小
田
急
線
立
体
化

な
ど
日
常
生
活
に
直
結
す
る
問
題
の
解
決
が
大
変

お
く
れ
て
い
る
。
や
ろ
う
と
す
る
努
力
や
熱
意
が

欠
け
て
い
な
い
か
。
一
歩
ず
つ
で
も
着
実
に
前
進

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
課
題
に
専
念
し
て
強
力

に
実
現
を
図
る
組
織
を
つ
く
り
、
こ
れ
ら
の
問
題

の
解
決
に
最
優
先
で
取
り
組
め
。

区
長
　
一
日
も
早
い
実
現
を
め
ぎ
し
て
、
今
後
も

引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
。

ず傍．

本気で

取
り
組
め

民
社
『
行
財
政
点
検
白
轡
』
を
見
る
と
、
区
民
利

用
施
設
の
管
理
運
営
の
改
善
策
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
白
書
よ
り
5
年
も
前
に

検
討
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
区
民
の
立
場
に
立
っ

て
真
剣
に
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
学
校

や
民
間
施
設
の
活
用
も
考
え
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
白
書
の
提
言
を
実
現
す
る
た
め
、

各
部
に
検
討
組
織
を
設
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

民
間
施
設
は
場
所
な
ど
を
考
慮
し
て
利
用
し
た
い
。

社
会
　
二
子
玉
川
に
開
設
予
定
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

正
規
職
員
を
配
置
し
て
、
運
営
し
て
い
け
。

区
民
部
長
　
従
事
者
の
研
修
を
徹
底
し
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
る
。

共
産
　
区
民
の
健
康
保
持
と
保
養
の
た
め
、
気
軽

に
利
用
で
き
る
保
養
所
の
整
備
拡
充
が
必
要
だ
。

区
の
保
養
所
は
、
利
用
率
が
飽
和
状
態
に
達
し
、

区
民
の
要
望
に
こ
た
え
き
れ
な
い
。
新
設
計
画
の

テ
ン
ポ
を
早
め
よ
。
当
面
は
、
他
の
自
治
体
や
民

間
の
施
設
の
活
用
も
考
え
よ
。
ま
た
、
低
所
得
者

に
対
す
る
料
金
の
減
免
制
度
を
設
け
よ
。

助
役
　
区
民
部
長
　
新
し
い
保
養
所
は
必
要
と
考

え
て
い
る
の
で
、
建
設
計
画
を
進
め
て
い
る
。
減

免
制
度
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
民
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
た
。
ゴ
ミ
一
つ

な
い
美
し
い
国
だ
。
市
民
に
自
立
自
助
の
心
構
え

が
徹
底
し
、
清
掃
に
努
め
て
い
る
か
ら
だ
。
翻
っ

て
日
本
を
見
る
と
、
依
然
と
し
て
行
政
へ
の
依
存

姿
勢
が
あ
る
。
世
田
谷
も
同
じ
だ
。
モ
ラ
ル
の
向

上
を
待
っ
て
い
て
も
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

自
宅
付
近
の
道
路
や
公
園
な
ど
の
清
掃
を
義
務
づ

け
る
よ
う
な
方
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

区
長
　
自
主
的
に
行
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
は

大
切
だ
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
を
通
じ
て
、
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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共
産
　
障
害
者
の
日
常
活
動
の
拡
大
の
た
め
、
障

害
者
用
自
転
車
の
利
用
者
に
援
助
策
を
講
じ
よ
。

ま
た
、
障
害
者
の
利
用
を
配
慮
し
た
区
民
施
設
や

　都市

施
設
の
整
備
で
は
、
各
部
間
の
調
整
を
十
分

行
っ
た
上
で
積
極
的
に
進
め
て
い
け
。

助
役
　
福
祉
部
長
　
移
動
手
段
の
確
保
は
重
要
な

　
の
で
、
障
害
者
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
要

綱
」
を
定
め
、
適
切
な
整
備
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
各
部
間
の
調
整
に
一
層
努
め
て
い
く
。

社
会
　
患
者
が
病
院
な
ど
で
支
払
っ
た
医
療
費
が

保
険
機
関
の
審
査
の
結
果
、
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
が
ほ
と
ん
ど
返
還
さ
れ
て
い
な
い
。
患
者
へ

の
通
知
制
度
や
医
療
機
関
へ
の
対
応
を
検
討
せ
よ
。

福
祉
部
長
　
減
額
査
定
に
よ
る
返
還
問
題
は
、
国

の
動
向
を
見
て
対
応
し
た
い
。
医
療
機
関
へ
の
指

導
は
、
都
に
申
し
入
れ
て
い
く
。

民
社
　
保
健
セ
ン
タ
ー
が
保
険
指
定
医
療
機
関
に

な
る
よ
う
だ
が
、
医
療
業
務
は
ど
こ
ま
で
行
う
の

か
。
医
師
会
の
協
力
は
得
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、

財
団
と
し
て
弾
力
的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
区

職
員
の
派
遣
制
度
は
や
め
よ
。
中
小
企
業
従
事
者

の
検
診
事
業
の
充
実
な
ど
、
事
業
の
拡
充
に
努
め

よ
。
C
T
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
効
果
的
な
活
用
も
図
れ
。

助
役
　
衛
生
部
長
　
一
般
診
療
は
行
わ
ず
、
検
査

業
務
を
行
う
。
医
師
会
の
合
意
は
得
て
い
る
。
派

遣
制
度
は
検
討
し
た
い
。
事
業
の
拡
充
や
医
療
機

器
の
有
効
活
用
に
も
努
め
て
い
く
。

社
会
　
国
は
福
祉
予
算
の
一
割
カ
ッ
ト
の
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
る
が
、
生
活
保
護
行
政
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。
ま
た
、
保
護
申
請
時
に
資
産
や
収
入

状
況
の
調
査
を
了
承
す
る
「
同
意
書
」
の
提
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
ど
う
運
用
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長
　
補
助
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
も
従
来

と
同
様
な
生
活
保
護
行
政
を
進
め
た
い
。
同
意
書

は
、
必
要
な
場
合
の
み
に
提
出
を
求
め
て
い
く
。
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区
独
自
の

住
宅
政
策
を

確
立
せ
よ

社
会
　
都
住
宅
対
策
審
議
会
の
答
申
は
、
特
別
区

が
住
宅
施
策
の
充
実
を
め
ざ
し
、
庄
民
福
祉
と
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
公
営
庄
宅
の
拡
大
や
福

祉
施
策
と
し
て
の
住
宅
供
給
の
促
進
を
求
め
て
い

る
。
区
は
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

「
住
宅
臼
書
」
の
早
期
作
成
で
、
区
独
自
の
庄
宅
政

策
の
確
立
を
図
り
、
区
民
の
二
ー
ズ
に
△
口
っ
た
良

好
な
区
営
住
宅
を
建
設
せ
よ
。

助
役
　
公
営
庄
宅
の
果
た
す
役
割
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
公
的
住
宅
の
供
給
が
区
内
に
促
進
さ
れ

る
よ
う
各
方
面
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

共
産
　
区
内
の
準
工
業
地
域
で
は
、
地
域
産
業
の

振
興
を
柱
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
進
出
規
制
措
置

を
早
急
に
打
ち
出
せ
。
ま
た
、
地
区
計
画
な
ど
の

手
法
も
取
り
入
れ
て
い
け
。

助
役
　
生
活
環
境
部
長
　
地
域
内
で
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
の
規
制
は
検
討
を
進
め
て
い
る
。
居
住
環

境
と
調
和
し
た
工
業
の
振
興
を
め
ざ
し
、
地
区
計

画
や
建
築
協
定
な
ど
に
よ
る
対
応
も
検
討
し
た
い
。

社
会
　
中
高
層
建
築
物
の
建
設
に
伴
う
紛
争
を
防

止
す
る
た
め
、
周
辺
俺
民
へ
の
事
前
説
明
を
徹
底

さ
せ
る
よ
う
建
て
主
に
対
し
て
指
導
を
強
化
せ
よ
。

建
築
部
長
　
建
築
計
画
の
周
知
が
一
層
図
ら
れ
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

γ
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「
国
際
貢
年
の
年
」
に

向
け
て

積
極
的
な
取
り
組
み
を

公
明
　
来
年
は
、
「
国
際
青
年
の
年
」
だ
。
区
の
青

少
年
育
成
総
合
計
画
と
十
分
連
携
さ
せ
て
、
青
少

年
の
自
立
促
進
、
社
会
参
加
、
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
が
大
切
だ
。
青
少
年
の
手
に
よ
る
自
主
的
な

行
動
と
区
の
援
助
に
よ
り
国
際
青
年
の
年
を
成
功

さ
せ
よ
。
ま
ず
、
熱
意
あ
る
青
少
年
を
核
と
し
、

広
く
区
民
の
協
力
を
得
て
推
進
体
制
を
確
立
せ
よ
。

記
念
事
業
は
、
青
少
年
育
成
総
合
計
画
に
盛
ら
れ

た
諸
施
策
を
初
め
、
青
少
年
の
企
画
に
よ
る
音
楽

祭
、
文
化
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
な
ど
の
実
施
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
助
役
　
婦
人
児
童
部
長
　
青
少
年
対
策
本

部
を
中
心
に
、
地
域
の
青
少
年
育
成
組
織
な
ど
、

幅
広
く
区
民
に
協
力
を
求
め
、
推
進
し
た
い
。
青

少
年
育
成
総
合
計
画
は
、
青
少
年
の
柱
会
参
加
の

促
進
と
い
う
「
国
際
青
年
の
年
」
と
共
通
の
テ
ー

マ
に
力
点
を
置
い
て
実
現
し
た
い
。
若
者
の
担
う

記
念
事
業
の
ほ
か
、
青
少
年
育
成
総
合
計
画
の
中

か
ら
も
、
ふ
さ
わ
し
い
単
業
を
貝
体
化
し
て
い
き

た
い
。

自
民
　
来
年
の
「
国
際
青
年
の
年
」
は
、
青
少
年

対
策
を
推
進
す
る
絶
好
の
機
会
だ
。
青
少
年
育
成

総
合
計
画
と
も
整
合
さ
せ
て
、
区
政
の
あ
ら
ゆ
6

面
で
取
り
組
め
。
国
の
内
外
と
の
交
流
の
促
進
、

三
軒
茶
屋
の
再
開
発
計
画
で
の
総
合
的
な
青
少
年

会
館
の
建
設
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
の
促
進
な

ど
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
青
少
年
の
積
極
的
な

参
加
を
求
め
る
た
め
意
識
調
査
を
行
い
、
二
i
ズ

に
合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
継
続

的
に
進
め
て
い
け
。

区
長
　
教
育
長
　
区
長
室
長
　
婦
人
児
童
部
長

こ
の
機
会
を
積
極
的
に
と
ら
え
、
地
域
の
人
々
や

関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
青
少
年
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
相
互
理
解
の
促
進
の
た
め
の
各
種
交

流
事
業
を
考
え
た
い
。
施
設
は
既
存
施
設
の
総
合

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
■
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど

青
少
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
す
。
毎
年

実
施
す
る
「
区
民
意
識
調
査
」
に
組
み
入
れ
、
継

続
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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図
書
館
行
政
は

適
正
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か

無
・
社
民
ク
当
区
で
は
読
書
会
活
動
が
盛
ん
で
、

読
書
会
へ
専
用
に
貸
し
出
す
た
め
、
図
書
館
が
同

じ
本
を
多
数
購
入
し
、
貸
し
出
し
期
間
も
通
常
の

三
倍
以
上
に
し
て
い
る
。
納
税
者
の
感
情
や
受
益

者
負
担
の
関
係
な
ど
か
ら
、
特
定
の
団
体
に
サ
ー

ビ
ス
す
る
こ
と
が
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
と
考
え
る

か
。
図
書
の
選
定
に
も
慎
璽
さ
が
必
要
だ
。
ま
た
、

あ
る
読
書
会
で
は
、
学
級
を
単
位
と
し
て
組
織
さ

れ
て
い
る
の
に
、
代
表
者
が
担
任
教
師
で
は
な
く
、

一
般
の
人
が
な
っ
て
い
る
。
授
業
と
し
て
行
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う
、
教
師
が

代
表
者
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
読
書
会
の
奨
励
は
法
律
で
図
書
館
の
仕

事
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
図
書
の
購
入
は
公
費
で

行
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
図
書
の
選
定
は
、
利

用
団
体
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
図
書
館
資
料
管

理
規
程
に
基
づ
き
、
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
上
で
行
っ
て
い
る
。

授
業
と
し
て
行
う
読
書
会
の
代
表
者
に
は
教
師
が

な
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。
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審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
取
下
承
認
五
件

◇
朋
治
屋
出
店
反
対
に
関
す
る
請
願
（
野
沢
三
丁

　
目
3
）

◇
結
婚
式
場
業
務
存
続
に
関
す
る
請
願
（
玉
川
区

　
民
会
館
）

◇
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
若
林
建
設
反
対
に

　
関
す
る
講
願
（
若
林
二
丁
目
1
7
）

◇
南
鳥
山
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ズ
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
南
鳥
山
六
丁
目
2
0
）

◇
仮
称
ジ
ョ
イ
フ
ル
祖
師
谷
大
蔵
建
設
に
関
す
る

　
請
願
（
干
歳
台
一
丁
目
1
7
）

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
　
四
件

O
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
求
め
る
請
願

O
非
核
平
和
都
市
宣
言
等
を
求
め
る
請
願

○
非
核
平
和
都
市
官
三
、
一
口
を
求
め
る
請
願

0
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
求
め
る
請
願

　
請
願
（
砧
五
丁
目
1
7
）

O
近
隣
商
業
地
域
指
定
解
除
に
関
す
る
請
願
（
砧

　
五
丁
目
1
7
番
地
域
）

○
横
山
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　
（
松
原
五
丁
目
1
1
）

O
仮
称
ユ
ー
ス
フ
ル
経
堂
建
設
に
関
す
る
請
願

　
（
宮
坂
二
丁
目
1
7
）

O
ユ
ー
ス
フ
ル
千
歳
船
橋
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
船
橋
一
丁
目
5
）

O
仮
称
響
多
見
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
喜
多
見
九
丁
目
4
）

O
仮
称
松
原
ハ
イ
ツ
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　
（
松
原
五
丁
目
1
0
）

O
キ
ャ
ニ
オ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
駒
沢
公
園
建
設
に
関

　
す
る
請
願
（
深
沢
六
丁
目
3
）

O
仮
称
上
北
沢
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
上
北
沢
五
丁
目
3
3
）

O
仮
称
奥
沢
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
奥
沢
二
丁
目
2
6
）
　
　
　
　
　
房

f／，〃／

ク
矯’1

■
区
民
生
活
委
員
会
へ
付
託
　
四
件

O
商
店
街
振
興
に
関
す
る
請
願
（
等
々
力
二
丁
目

　
1
7
）

O
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
現
行
維
持
を
求
め
る

　
請
願

0
少
額
貯
蓄
の
現
行
利
子
非
課
税
制
度
の
継
続
を

　
求
め
る
請
願

O
外
国
人
登
録
法
の
改
正
を
求
め
る
陳
憐

■
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
十
七
件

O
パ
ー
セ
ル
世
田
谷
第
2
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
世
田
谷
三
丁
目
2
4
）

0
仮
称
ス
タ
ー
ハ
イ
ツ
尾
山
台
建
設
に
関
す
る
請

　
願
（
尾
山
台
三
丁
目
7
）

O
世
田
谷
平
和
の
塔
建
立
に
関
す
る
請
願
（
世
田

　
谷
公
園
内
）

O
仮
称
ル
ネ
宮
坂
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
宮

坂
二
丁
目
12
）

O
等
々
力
渓
谷
ゴ
ル
フ
橋
下
流
の
改
修
工
事
に
関

す
る
請
願

O
仮
称
千
歳
鳥
山
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
H
号
館
建
設

　
に
関
す
る
請
願
（
南
鳥
…
六
丁
目
3
3
）

0
パ
ー
セ
ル
世
田
谷
第
2
建
設
に
反
対
し
、
区
役

　
所
周
辺
を
文
化
的
環
境
に
す
る
た
め
の
請
願

O
ワ
ー
ル
ド
パ
レ
ス
祖
師
谷
大
蔵
建
設
に
関
す
る

き
．
き
語
弼
き
罎
証
撫
　
甕

『
せ
た
が
や
区
議
会
の
は
な
し
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
し
ま
し
た

　
世
田
谷
区
議
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
む
期

待
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
区
議
会
と
い
う
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
区
議
会
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
『
せ
た
が
や
区
議
会
の
は
な
し
』
（
昭

和
5
9
年
版
）
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
で
は
、
区
議
会
の
役
割
・
し
く
み
・
仕
事
、

会
議
の
あ
ら
ま
し
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
田
谷
区
議
会
議
員
の
名

簿
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
出
張
所
、
区
民
セ
ン
タ
ー
、
区
役
所
の
一
階
ロ

ビ
ー
、
区
議
会
事
務
局
な
ど
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
O
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
O
覧
に
な
っ
て
、
区
議

会
が
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
身
近
な
も
の
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

き
檸
雌
嚢
、
．
薩
臼
襲
諺
陛
諒
“
門
、
馨
‘
藝
．
爵
轟
賠
距
瀞
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陶
8
3
＠
民
語
と
猛
読
？
…
ー
…
譲
潤
翻
舅
一

Ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

と
ど
ろ
き
じ
と
う
や
ま

等
々
力
地
頭
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
医

め
ぎ
つ
ね
　
　
か
た

女
孤
と
語
る

＋
月
も
響
幽
V

だ
と
い
う
の
に
、

そ
の
帯
は
な
ま
あ
た
た
か
い
灘
が
晩
き
、
く
る

日
も
く
る
日
も
秘
畿
し
い
日
が
雛
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
む
ら
　
　
い
し
ゃ
　
　
さ
　
え
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ

　
等
々
力
村
の
医
者
、
左
衛
門
さ
ん
は
、
横
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ど
　
　
す
こ
　
　
あ

な
っ
て
も
寝
苦
し
い
の
で
、
雨
戸
を
少
し
開
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
な
か

て
ま
ど
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
夢
の
中

で
美
し
い
娘
さ
ん
が
左
衛
門
を
呼
ぶ
の
で
す
。

　
　
　
　
め

　
は
っ
と
目
を
さ
ま
す
と
、
夢
の
中
と
同

　
　
　
　
　
　
こ
が
い
　
　
し
ん
よ
し
　
　
　
　
た

じ
娘
さ
ん
が
、
戸
外
で
心
配
げ
に
立
っ
て

い
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
も

　
ヒ
な
し
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ん
　
　
い
え
　
　
に
ん
ふ

　
譜
を
聞
く
と
、
等
々
力
村
分
の
家
の
妊
婦

が
難
醸
な
の
で
、
ぜ
ひ
診
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ユ
リ
ば
こ

　
き
さ
く
な
左
衛
門
は
、
さ
っ
そ
く
娘
に
薬
箱

を
も
た
せ
て
・
娘
が
獣
し
て
く
発
繹
に

無
り
、
地
頭
屍
を
お
り
て
等
々
力
村
の
磁
鵬
の

渡
し
に
行
き
ま
し
た
。

勾
記
者
釆
訪

　
　
去
る
8
月
1
7
日
、
沖
縄
と
北
海
道
か
ら
元
気
い

　
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち
が
区
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
子
供
た
ち
は
毎
年
世
田
谷
区
を
訪
れ
る
豆
記

　
者
た
ち
で
、
今
年
で
二
十
三
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
記
録
的
な
猛
暑
の
中
、
沖
縄
か
ら
六
十

　
六
人
の
小
。
中
学
生
、
北
海
道
か
ら
は
三
人
の
中

　
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　
　
豆
記
者
た
ち
は
、
長
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
熱

　
心
に
取
材
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
巖
初
の
う

　
ち
は
遠
慮
ぎ
み
で
、
世
田
谷
区
内
の
学
校
数
、
児

　
童
・
生
徒
数
や
、
学
校
の
面
積
な
ど
に
つ
い
て
の

　
質
問
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
熱
が
入
る
と
と
も

　
に
、
学
校
給
食
の
現
状
や
非
行
問
題
に
つ
い
て
な

　
ど
の
難
問
も
飛
び
出
し
、
活
発
な
質
疑
と
な
り
ま

　
　
　
　
つ
い
て
み
る
と
、
ふ
だ
ん
の
渡
し
舟
と
は
ち

　
　
　
が
っ
て
爵
親
し
い
舟
で
、
い
な
せ
な
姿
の
き
り

　
　
　
り
っ
と
し
た
嶽
が
嘉
竃
！

　
　
　
て
律
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
鰻
，
・

　
　
　
川
を
渡
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
，
、
，
、

　
　
　
等
々
力
村
分

　
　
　
の
舟
着
場
で

・

は
、
五
人
纏

　
　
で
む
か

の
お
出
迎
え

で
し
た
。
娘

　
　
　
あ
ん

さ
ん
が
案

内
し
た
屋

敷
は
、
木

の
香
が
虎

だ
よ
う
普

し
ん請
し
た
ば

間まてiか
に’り
’奥㌘の

ヤ』の家

妊
婦
が
息
を

あ
ら
く
し
て

斯囎ノ
、
　
、

～
、

ノ

ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
あ

　
さ
っ
そ
く
左
衛
門
は
、
妊
婦
の
手
当
て
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
箕
た
†
　
　
　
　
　
　
．
串
、
じ

ま
し
た
。
左
衛
門
の
手
助
け
で
、
無
事
に
か
わ

い
い
館
の
乎
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
左
衛
門
が
産
婦
に
薬
を
お
い
て
帰
ろ
う
と
す

る
と
、
案
内
し
て
き
た
娘
さ
ん
が
、
ひ
ざ
を
つ

き
漉
を
う
か
べ
て
い
う
の
で
す
。

諏
秘
だ
ち
は
、
孤
の
、
一
ら
横
で
す
。
孤
で
は
診
て

も
ら
え
な
い
と
思
い
、
み
ん
な
で
人
に
化
け
て

い
た
の
で
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
左
衛
門
は
に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
い
ま
し
た
ρ

「
人
で
あ
ろ
う
が
、
孤
さ
ん
で
あ
ろ
う
が
、
歯

き
る
も
の
を
な
お
す
の
が
医
者
と
い
う
も
の
さ
。
袷

　
　
　
　
に
ん
げ
ん

世
の
中
は
人
問
だ
け
で
は
な
い
よ
。
み
ん
な
で

が
を
辞
わ
せ
、
勅
せ
に
轡
ら
す
こ
と
だ
」

　
　
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
　
お
う
し
ん

　
そ
の
後
、
地
頭
山
の
左
衛
門
が
夜
の
往
診
に

行
く
時
は
、
孤
た
ち
が
つ
き
そ
っ
て
、
こ
の
名

ま
医
を
ま
も
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

幽
（
．
（
．

娩

※
普
、
多
摩
川
の
流
れ
が
よ
く
変
わ
っ
た
の
で
、

　
村
が
分
け
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

　
た
．
そ
の
川
で
隔
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
伽
と

　
呼
ん
で
い
ま
し
た
「

二
塑

し
た
。取
材
活
動
の
後
、

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
柔
道
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
斉
藤
仁
選
手
の
突
然

の
訪
問
を
受
け
る
な
ど
、
充
実
し
た
一
日
を
過
む

し
ま
し
た
。
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